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１. 業務の概要 
 

（１）．事業目的（事業仕様書より引用） 

 北海道は欧米豪市場で人気の旅行形態であるアドベンチャートラベル（以降、「AT」という）の要素で

ある「自然との関連性」「異文化交流」「身体的活動（アクティビティ）」を全て備えており、高付加価値

なアクティビティ体験や長期滞在等の要因から、通常の約２倍の旅行支出があると言われている AT旅行

者を獲得するため、AT の世界的な商談会・イベントであるアドベンチャートラベルワールドサミット（以

降、「ATWS」という）の 2023 年大会を招致した。ATWS2023開催後に増加する AT 旅行者の満足度を高める

には、その期待に応える人材、とりわけガイドの存在が重要であるが、AT 旅行者の期待に十分に応えう

るレベルのガイドはまだ十分ではない状況にある。そこで、AT 旅行者の期待に応えるための知見をまと

め、資料化し、北海道内のガイドに対して実地研修を行い、その結果を分析することで、AT 旅行者受入

れに必要なガイド育成に関する課題解決の検証を行う。 

 

本事業の目的 

① ATWS開催後に増加する AT旅行者の満足度を高めるために、その期待に応えるための知見を 

まとめ、資料化する。 

② AT 旅行者の期待に応えるための知見をまとめ資料化したものを活用し、北海道のガイドに対して 

実地研修を行い、その結果を分析する。 

③ ①②の事業を通じて、AT旅行者受入れに必要なガイド育成に関する課題解決の検証を行う。 

 

（２）．業務の全体構成 

 

① AT 旅行者の期待に応えるためのナレッジ集積・資料化 

多くの AT旅行者を実際に対応してきたガイドであるマーク・ブラジル博士、ブラジル・真弓氏を有識

者として選定し、空港・ホテル・屋外のフィールドといった、状況ごとにどのような対応が求められる

かという知見と北海道を案内する上で必要な英単語をまとめ、今後 AT旅行者へのガイドレベルの向上

を目指すガイドやガイド候補者の参考となるように資料化し、北海道内のガイドへ提供した。 

 

② AT 旅行者の期待に応えるガイドを目指した研修 

①で作成した資料を基にマーク・ブラジル博士、ブラジル・真弓氏を講師とし、OJT 要素を取り入れた

AT 旅行者の期待に応えるためのガイド研修を実施した。実施にあたっては AT 旅行者の期待に応える

ガイドになっていくための態度変容のきっかけとなる要素を仮説として立て、それを研修の中で検証

する形で行った。また、実施にあたっては屋外のフィールドなどを活用し、AT ツアー開始から終了ま

での様々な場面を設定し実施した。 

【実施時期】 

・事前顔合わせミーティング 令和 5年 2月 24日（金）16ː00～17ː15（オンラインにて） 

・研修 令和 5年 2月 28日（火）、3 月 1 日（水）、3 月 2 日（木）、3月 3日（金） 3 泊 4 日 

【参加人数】 

・6 名 
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③ 課題解決に向けた方向性の検討 

①にて資料を提供したガイド及びガイド候補 30名（ネイチャーガイド、通訳案内士、地域コーディネ

ーター、ツアオペーレーター）に対してアンケート調査を行い、資料の拡充に向けた取りまとめを行っ

た。また②のガイド研修後にアンケートまたはヒアリング調査を行い、仮説の検証、研修の今後の展開

に向けた方向性・課題を分析し、研修内容や研修実施主体など AT 旅行者の期待に応えるガイド育成に

必要な課題解決に向けた提案などのとりまとめを行った。 

 

（３）．成果目標と成果指数 

項目 目標 実績 

ガイド用資料配付数 30 部以上 30 部 

態度変容に関する仮説 5 件以上 5 件 

ガイド研修受講者 5 名以上 6 名 

課題解決に向けた提案 3 件以上 6 件 

 

（４）．実施体制 
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（５）．スケジュール 

 

 
10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

（１）AT 旅行者の期待

に応えるためのナレッジ

集積・資料化 

    

  

（２）AT 旅行者の期待

に応えるガイドを目指し

た研修 

     

 

（３）課題解決に向けた

方向性の検討 
     

 

報告書の作成 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料の作成 

研修参加者の意見反映 

研修内容企画・打合せ 

参加者募集 

実地研修 

仮説の構築 

方向性の検討 
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２. 業務の内容 
 

 はじめに  

 ・本事業で扱う「アドベンチャートラベラーの期待に応えるガイド」の定義について 

                         ＝ 目指すガイド像の設定、明確化 

 

  ※令和 3 年度冬期 ATツアー造成に向けた情報整理・研修事業 

   「アドベンチャートラベルツアー造成研修会」マーク・ブラジル博士 講演内容より作成 

 

 「AT 旅行者の期待に応えるガイド」とは 

 

① 顧客（＝AT 旅行者）が何を求めているかを知っている、把握することができるガイド 

 

② 顧客についての情報を把握しているガイド 

  （例：顧客の興味、年齢層、これまでの経験や運動能力、滞在時間、 

     特別な対応の有無（食事・健康状態・何かしらの制約等）） 

 

 ③ 顧客とコミュニケーションをとり、顧客を知ることで、最終的に彼らにとって何が最も望ましい 

のかをデザインし、実現できるガイド 

 

 ④ 顧客からの視点を理解・認識した上で、情報を伝えることができるガイド 

  （例：その時々の顧客にあわせた適正な表現でアクティビティの強度を伝えること、 

     顧客が持っているであろう背景知識とリンクさせてガイドトークを行う など） 

 

 ⑤ 顧客の期待値をコントロールできるガイド 

  （例：時に、ちょっとしたローカルのスナックの提供など、顧客が予期していなかったサプライズ 

     の盛り込みなど） 

 

 ⑥ 顧客とともに達成感や喜びを分かち合うことができるガイド 

  （例：山頂に到達した瞬間や、道中で目にしたものへの共感など、達成感や顧客の喜びを 

     ともに分かち合うことができること） 

 

 ⑦ 適切な情報提供ができるガイド 

  （例：タビナカにおける日ごとのブリーフィングでの翌日以降の旅に関する情報の量の調節など、 

     顧客の期待のコントロールを意識した情報提供ができること） 

 

 ⑧ 自身が旅を楽しめるガイド 

  （理由：ガイド自身が旅を楽しむことは、顧客の満足度や顧客の居心地の良さを生み出し、その 

      結果が、顧客の旅の満足度に繋がるため） 
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 ⑨ 緊急時に適切な対応ができるガイド 

  （例：どんな状況でも、常にポジティブで、自信を持ち、顧客に対して適切なタイミングと手段、 

     量で情報提供を行うことができ、代替案についての備えを持ち、頭の回転の速さと柔軟性 

     を持って対応することができる） 

 

 ⑩ グループダイナミクス（集団力学）を理解した上でグループマネジメントができるガイド 

  （例：「Set Clear Goal（顧客にとってのゴールを明確にすること）」、「Provide Lots of  

information（ツアープランに関する十分な量の情報の提供。特に変更点については 

より一層丁寧に伝えること）」、「Celebrate Achievement（何かを達成した時に、 

集団でその達成を祝うこと）」） 

 

本企画提案内においては上記のことがらについて実現することができるガイドを、 

「AT旅行者の期待に応えるガイド」と設定し、同時に、目指すガイド像としても、設定する。 

 

（１）AT 旅行者の期待に応えるためのナレッジ集積・資料化 

   

   多くの AT 旅行者を実際に対応してきたガイドであるマーク・ブラジル博士、ブラジル・真弓氏を

有識者として選定し、空港・ホテル・屋外のフィールドといった、状況ごとにどのような対応が求め

られるかという知見と北海道を案内する上で必要な英単語をまとめ、今後 AT 旅行者へのガイドレベ

ルの向上を目指すガイドやガイド候補者の参考となるように資料化し、北海道内のガイドへ提供し

た。 

 

 ① 有識者の選定 

  選定した有識者及びその理由は下記の通りである。 

 

  有識者１ マーク・ブラジル博士 Dr Mark A. Brazil 

Founder, Japan Nature Guides、Naturalist、著作家、 

HATA（北海道アドベンチャートラベル協議会）顧問 

 

1955 年英国生まれ。Keel University（英国） にて英文学と 

生物学の学位を取得後、Stirling University（Scotland）にて 

動物行動学(Animal Behaviour)の博士号取得。1998 年より道内 

私立大学教授職を務める為に北海道へ移住。『生物多様性と保全』 

について教鞭をとる。専門知識を買われ、1980 年代より、NHK、BBC（英国放送）、NHNZ（旧 Natural 

History New Zealand）等自然番組制作アドバイザーを務める。2007 年に大学を辞した後、以前よ

り関わっていた AT 業界での仕事を増やし、海外を拠点とする数々の AT 旅行会社等主催のネイチ

ャーツアーを率い、ランドツアーまたは Expedition Cruise 船にて世界各地を旅行。また、1980

年代より、国内大手旅行会社の、インバウンドエコツアー旅程デザインに関わり、「エコツーリズ

ムコンサルタント」として契約。更に、Expedition Leader として、実際にインバウンドツアーを
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率いて国内各地を旅している。ATインバウンドツアーの旅程デザインから、実施、AT市場におけ

るいち消費者及び外国人としての視点、また、最近では AT 有識者として、国内各地の AT ツアー

評価者として招聘されるなど、幅広い知見を保有している。 

2021 年 6月、英語版の道東ガイドブック『Wild Hokkaido』を北海道新聞社より出版。 

2022 年『JAPAN THE NATURAL HISTORY OF AN ASIAN ARCHIPELAGO』を Princeton University Press

より出版。 

2018 年より、弟子屈町在住。 

 

＜選定理由＞ 

・1980 年代から 40年以上にわたるネイチャーガイド経験を保有し、 

 かつ、これまで世界中を舞台に、100 回以上のエクスペディションツアーに参加するなど、 

 AT 分野において現場での実践をベースとした豊富な経験値を有するため 

・過去に北海道運輸局様主催の事業等で、AT ガイド像のレクチャーを行うなど、 

 当該分野における人材育成事業で講師を務めた実績を有するため 

 

有識者２ ブラジル・真弓氏 全国通訳案内士 

 

北海道出身、北海道育ち。趣味は読書、映画鑑賞、スキー、 

クロスカントリースキー、登山等。2009 年より、海外アドベン 

チャートラベル会社の Expedition Cruise Ship が訪日ツアー 

をする際に乗船して仕事をする、assistant  

administrative staff member 兼 demonstrator/lecturer として 

の活動を開始。様々な国籍のお客様、またはスタッフと働いた経験 

あり。また、夫である Dr. Mark Brazil と共に、海外での陸路での 

エコ・ツアー時に、co-leader（共同リーダー）として共に、北アメリカ、ヨーロッパ、南アジア、

東アジア、南アメリカ、オセアニア等にて、15名前後の多国籍のお客様のツアー（2〜3週間）を

引率している。2016 年に国家資格である全国通訳案内士の資格を取得後は、国内旅行会社の依頼

で、海外のバードウォッチングや自然写真家のグループの、2 週間程度のツアーのスルーガイドと

して、九州から北海道までガイドしている。2018 年春に、札幌近郊から道東弟子屈町へ移住。 

 

＜選定理由＞ 

・2009 年より海外アドベンチャートラベル会社の Expedition Cruise Ship が訪日ツアーをする際に乗船

して仕事をされるなど、当該分野において 10 年以上の実践経験を有するため 

・海外での陸路でのエコ・ツアー時に、co-leader（共同リーダー）として、北アメリカ、ヨーロッパ、 

 南アジア、東アジア、南アメリカ、オセアニア等にて、15 名前後の多国籍のお客様のツアー（2〜3 

 週間）を引率するなど、世界基準での現場経験と知識を有するため 
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 ② 資料化の流れ 

 ア）資料に盛り込む要素の特定 

  

  与件： 

   ・AT 旅行者を実際に対応してきたガイドを有識者として選定し、その知見を盛り込む。 

・空港・ホテル・屋外のフィールドといった状況ごとに、どのような対応が求められるかという 

知見を ATツアーの展開を考慮してまとめる。 

・今後 AT旅行者へのガイドレベルの向上を目指すガイドやガイド候補者の参考となるよう資料化

し、提供する。 

・対象とするガイドは、一つの ATツアー全体を通して案内が可能な、いわゆるスルーガイド。 

 

   有識者であるマーク・ブラジル博士、ブラジル真弓氏と事務局で打合せ（令和 4 年 11月 11 日（金）

16：30～17：30）を行い、以下の通りの構成を基本とした。 

 

  構成： 

   ①イントロ introduction（まえがき） 

   ②場面別のポイント ⇒ （例）準備／空港／宿泊／食事／各フィールド／お別れ 

／アフターフォロー 

            ＊場面ごとの心得・注意点・レクチャー 

            ＊場面ごとの英語表現（こんな表現をした方が良い・しない方が良いなど） 

   ③コラム ⇒ R3 年度運輸局研修事業の基調講演でお話いただいた内容でガイドに関する部分 

          「AT Itinerary Development, Client Expectations and Expectation Management」 

            ＊Expectation management（顧客の期待への対応) 

            ＊Expedition psychology（冒険旅行に関する心理学） 

   ④ボキャブラリー（20topics） 

 

 

オンライン打合せの様子（令和 4年 11月 11 日（金）16：30～17：30） 
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 ③ 作成した資料 

 

  詳細は資料編に記載 

 

  タイトル：A Guidebook for Adventure Travel Leaders in Hokkaido 

  構成 

  1 Foreword はじめに 

2 On First Meeting Your Guests お迎え 

3 At Your Accommodation 宿泊施設にて 

4 Itineraries & Managing Expectations 旅程管理と期待の管理 

5 Plans and Timing 計画とタイミング 

6  Expedition Psychology AT ゲスト心理  

7 Geography 地理    

8 Geology 地質     

9 Climate & Weather 天候と天気 

10 Nature 自然 

11 Seasons 季節 

  1 Winter 冬 

  2 Spring 春 

  3 Summer  夏 

  4 Autumn 秋 

12 Habitats 生息環境 

  1 Mountains 山 

  2 Coasts 海岸 

  3 Forests 森林 

  4 Lakes & Wetlands 湖/湿地   

13 Biodiversity 生物多様性 

  1 Flora  (Vegetation) 植物 /樹木/草木 

  2 Fauna (Mammals) 哺乳類 

  3 Avifauna (Birds) 鳥類 

  4 Insects & Spiders 昆虫 

14 Health & Safety 健康と安全 

15 Food 食物 

16 Ainu History & Culture アイヌの歴史と文化 

17 Japanese History & Culture 日本の歴史と文化 

18 Afterword あとがき 

19 Questions & Recommended Reading 質問と参考図書 
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（２）AT 旅行者の期待に応えるガイドを目指した研修 

 

   （１）で作成した資料を基にマーク・ブラジル博士、ブラジル・真弓氏を講師とし、OJT要素を取

り入れた AT 旅行者の期待に応えるためのガイド研修を実施した。実施にあたっては AT 旅行者の期

待に応えるガイドになっていくための態度変容のきっかけとなる要素を仮説として立て、それを研

修の中で検証する形で行った。また、実施にあたっては屋外のフィールドなどを活用し、AT ツアー

開始から終了までの様々な場面を設定し実施した。 

 

 ① AT旅行者の期待に応えるガイドになっていくための態度変容のきっかけとなる要素の仮説（5つ） 

 

・将来の AT ガイド候補者が、先述した「AT 旅行者の期待に応えるガイド」になっていくための態度

変容のきっかけとなる要素についての仮説 

 

要素１ ロールモデル（参考となるガイド像）の存在の有無【ロールモデル】 

  一例：1980年代から約 40年間のネイチャーガイドとしての経験を保有し、これまで世界中を舞台に

100 回以上のエクスペディションツアーに参加するなど、その分野に関する豊富な経験値を有

したガイド（＝マーク・ブラジル博士）等 

 

要素２ 互いに切磋琢磨する仲間・コミュニティの有無【コミュニティ】 

  説明：目指すガイド像に近づくために、互いに切磋琢磨し、ともに歩みを進めることができる 

     コミュニティがあるか否か 

 

要素３ 対象とする顧客像の理解【顧客理解】 

  説明：顧客について理解ができていること。顧客の期待について理解ができていること。また、 

     それらを理解する必要性があるということを、認識できているか否か 

 

要素４ 追い求めたいと思うトピックに出会える機会の有無【トピック】 

  一例： 顧客に情報を伝える上で大切な考え方は「Context（文脈）」「Comparison（比較）」「Contrast

（差異）」/ツーリズムのゴールデンルール「Under Sell and Over Deliver（顧客期待値の

コントロール）」等 

 

要素５ 自らがガイディングするフィールドについての知識の有無【地域理解】 

  説明：顧客の視点から見て、自地域がどのようなことが顧客にとって興味を惹くのか等を理解した 

     上で、自地域の魅力について顧客に伝えることができる知識、手法の有無  

 

上記は、次ページに記載したこれまでに実施してきた AT 人材育成に関する業務及びその現場での有

識者や関係者とのやりとりから導き出した要素（仮説）である。 

 

今回は、「アドベンチャートラベラーの期待に応えるガイド育成」において、上記 5つの要素が、AT

旅行者の期待に応えるガイドになっていくための態度変容のきっかけとなるか否かを検証する。 
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その上で、今後の AT 旅行者の受入れに必要なガイド育成のプログラム構築にあたり検証結果を反映

させていくことを目指す。 

 

＜参考にしたこれまでの AT 人材育成に関する主な業務＞ 

 

令和 3年度 

・北海道運輸局 AT スルーガイド研修会運営業務 

 （有識者（マーク・ブラジル博士、真弓・ブラジル氏）による道内 AT ガイドに対する研修会の実施） 

・北海道運輸局 冬季 ATツアー造成にむけた情報整理・研修事業 

 （海外事例調査、ツアー実施・販売に向けた必要項目の整理、AT理解促進のための座学・実地研修） 

・北海道運輸局 冬季 AT ツアー造成事業①（大雪～美瑛エリア） 

・北海道運輸局 冬季 AT ツアー造成事業②（千歳～ニセコエリア） 

・北海道運輸局 冬季 AT ツアー造成事業③（釧路～網走エリア） 

・北海道観光振興機構 AT 商品造成人材育成事業 

 （道南、道央、道東での AT商品造成及び人材育成に関する座学・実地研修の実施） 

令和 2年度 

・北海道運輸局 AT ガイドの質的・量的改善に関する実証事業 

 （道内 5か所でのネットワーキングイベントの開催、道内全域を対象にした札幌での研修会の開催） 

・北海道運輸局 R2GCC事業 訪日グローバルキャンペーン等に対応したコンテンツ造成事業 

 （道内 PSA、DOAの磨き上げ） 

 

 ② 参加者 

  ガイド研修の参加者は、下記の通りである。 

 

 １．小林 由紀子氏 所属：Yuki Travel Service 

 ２．阿久澤 小夜里氏 所属：Boreal Forest  ボレアルフォレスト 

 ３．Zachary Kurtz氏 所属：Kurtz Guide Services 

 ４．Vincent Yelle氏 所属：EZObase 

 ５．尾櫃 友香氏 所属：テールウインド 

 ６．鳥羽 晃一氏 所属：ガイドオフィス 風 

 

 ③ 研修行程 

 

  －事前顔合わせ zoom 

 

   研修効果を高めることを目的として、事前にオンラインでの顔合わせミーティングを実施した。 

   また、事前顔合わせ zoom の前に、A Guidebook for Adventure Travel Leaders in Hokkaidoの 

   ドラフト版を参加者に送付し、研修修了後までに同テキストブックに関するフィードバックが欲

しい旨を、参加者に伝えた。 
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   開催日時：令和 5年 2月 24日（金）16：00～17：15 （Zoomにて） 

   出欠：出席 マーク・ブラジル博士、ブラジル真弓氏、小林 由紀子氏 

         Zachary Kurtz氏、Vincent Yelle氏、 

         Adventure Hokkaido（合） 代表 吉川 彩香氏 

         北海道運輸局観光部観光企画課（AT 担当） 国際第一係長 森 恭兵氏 

         （株）北海道宝島旅行社 常井 玄、鈴木 香織 

      欠席 阿久澤 小夜里氏、尾櫃 友香氏、鳥羽 晃一氏（欠席理由はガイド業務等のため） 

 

   内容：研修趣旨説明、自己紹介、研修行程について、事前準備について 等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研修趣旨説明 

㈱北海道宝島旅行社 常井より 

・今回の研修は、AT ガイドの期待に応えるためのガイドになっていくことを目的として実施

する。 

・また、受け身としての研修ではなく、それぞれが異なる経験や知識を持つメンバーがある

ので、参加者同士で、積極的にそれらの経験や知識を共有する場として設定している。経験を

共有し、それぞれがディスカッションを行い、また、同時にそれぞれのガイディングの実践を

通して、スキルを向上させる場として考えている。 

マーク・ブラジル博士より 

・今回、事前顔合わせのミーティングをオンラインで持った理由は、通常初日は初対面の人

同士もいて、打ち解けるのに時間がかかるため。よりスムーズに研修に参加者が入っていけ

るよう、事前顔合わせの場を設定した。 

・また、想定するガイド像としては、1 日限りのガイドではなく、顧客に対して複数日同行す

るガイドを想定している。その場合、1日限りのガイドとはまた異なるスキルも必要とされる

ため、それらについて、今回の 3泊 4 日の研修の場を通じて、理解を深めたい。 
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各自自己紹介 

研修行程について 

マーク・ブラジル博士より 

・室内と野外のアクティビティを混在させた行程としている。この時期は、野外のアクティ

ビティとしては、スノーシューが利用しやすいので、それを実施予定である。 

・また、ある程度事前にプランニングはしておくが、日ごとのアクティビティは、その日の天

候によって、変更する可能性がある。 

・日中の時間だけではなく、朝食や昼食、夕食の時間も皆で共有し、その時間で、ガイディン

グについての意見交換などを行う。 

・装備については、スノーシューができる装備で来ること。また、ガイド同士でお互いのガイ

ディングを見る機会は、ガイドにとって貴重な機会となる。例えば、同じ対象物をインタープ

リテーションする場合も、ガイドによって切り口や伝え方が異なることがわかるであろう。

そのような、お互いのガイディングからの発見を、今回の研修の機会では、たくさん得る機会

として欲しい。 

・ぜひとも、1分ごとに、ガイドとゲストの役割を、参加者自身がスイッチするような気持ち

で参加してほしい。 

事前準備について 

マーク・ブラジル博士より 

・野外での活動ができる基本的なアウトドアの装備で参加してほしい。 

・温度に関しても、基本的には氷点下、時には－8度、－9 度にもなる。積雪の量も多いため、

防寒対策と温度変化への対応ができる重ね着の用意はしっかりしてほしい。 

・仮想の旅程で良いので、5 日間のツアーの旅程の説明の準備をしてきて欲しい。また、併せ

て、1日のみのデイツアーの旅程の説明の準備もしてきて欲しい。研修行程中に、各ガイドに、

それぞれのシチュエーションの中の設定で、プレゼンを行ってもらう予定のため。 

 

  － 実地研修 3 泊 4 日 

   講師：マーク・ブラジル博士、ブラジル真弓氏 

   企画運営補助：Adventure Hokkaido（合） 代表 吉川 彩香氏 

   参加者： 

   １．小林 由紀子氏 所属：Yuki Travel Service 

   ２．阿久澤 小夜里氏 所属：Boreal Forest  ボレアルフォレスト 

   ３．Zachary Kurtz 氏 所属：Kurtz Guide Services 

   ４．Vincent Yelle 氏 所属：EZObase 

   ５．尾櫃 友香氏 所属：テールウインド 

   ６．鳥羽 晃一氏 所属：ガイドオフィス 風 

   事務局： 

    北海道運輸局観光部観光企画課（AT 担当） 国際第一係長 森 恭兵氏 

   （株）北海道宝島旅行社 観光地域づくり事業部 プランナー 常井 玄 

   合計 11 名 
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  行程： 

  DAY１ 令和 5年 2月 28日（火） 

   15：00 ガストホフぱぴりお 集合（住所：弟子屈町屈斜路湖畔砂湯） 

   15：00～17：30 オリエンテーション 場所：ぱぴりおダイニングルーム 

    ・マーク・ブラジル博士による自己紹介（これまでの経験、実績等） 

    ・同氏がガイドを始めたきっかけの話 

    ・今回の研修に参加するにあたって各自に意識してほしいことについての説明 

     （お互いの経験やスキルをシェアする場であること、皆でディスカッションすること） 

    ・キーワード：facts are boring 

＝事実をただ伝えるだけは面白くない。ストーリーと組み合わせて伝えること

で顧客の興味を惹くことができる。 

           Context & Comparison 

＝顧客にストーリーを楽しんでもらうためには、Context（文脈）と Comparison

（比較）を意識して伝えるのが良い。 

           Under Sell and Over Deliver 

＝顧客の期待値コントロールが重要である。売る時は期待値を低めに設定でき

るように、実際に体験してもらう時はその期待値を超える経験を提供できれば、

顧客の満足度は高まる。 

 

    ・各参加者が「ガイドを始めたきっかけ。なぜガイドを始めたのか？」を共有した。 

    ・ガイドとして、いかに第一印象が重要かということについての話 

    ・宿泊施設に関する説明やタイミングで意識するべき点についての説明 

 

18：00～20：00 夕食 場所：いなか家 源平 
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 DAY2 令和 5年 3月 1日（水） 

  8：00～9：00 朝食 場所：ぱぴりおダイニングルーム 

 

   9：00～9：30 レクチャー＆ディスカッション 場所：ぱぴりおダイニングルーム 

   ・スルーガイドとスポットガイドの違いについて 

 

   10：00～10：30 ロールプレイング 場所：屈斜路湖畔 砂湯 

   ・目の前に見えるものに対して、それぞれがそれぞれのやり方でインタープリテーションを即興で

行った。また、1Day の行程についての説明のロールプレイングを実施した。 

    （トピック：屈斜路湖、白鳥、砂湯、カルデラ湖、土地の成り立ちについて等） 

 

 

 

 

 

 

 

  

 11：30～16：15 ロールプレイング 場所：摩周湖 外輪山（摩周第 1展望台⇔第 3 展望台） 

   ・スノーシューで摩周湖の外輪山を歩きながら、目の前に見えるものに対して、それぞれがそれぞ

れのやり方でインタープリテーションを即興で行った。 

（トピック：樹皮剥ぎ、摩周湖の成り立ち、植生、動物（オオワシ、オジロワシ等）、火山） 
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 17：30～18：00 レクチャー＆ディスカッション 場所：ぱぴりおダイニングルーム 

  ・グループツアーとプライベートツアーのガイディングの違いについて 

 

 18：00～19：00 夕食 場所：ぱぴりおダイニングルーム 

  

 

 

 DAY3 令和 5年 3月 2日（木） 

8：00～9：00 朝食 場所：ぱぴりおダイニングルーム 

  

 

   8：45～10：00 レクチャー＆ディスカッション 場所：ぱぴりおダイニングルーム 

   ・「ガイドが、ツアー初日の夜に複数日の行程の全体像を説明する」という状況設定のもと、 

    各参加者が、それぞれのやり方で行程についてのブリーフィングを実施した。 
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   11：00～15：30 ロールプレイング 場所：摩周・屈斜路トレイル 仁伏の森 

   ・スノーシューで仁伏の森を歩きながら、目の前に見えるものに対して、それぞれがそれぞれの 

やり方でインタープリテーションを即興で行った。 

（トピック：摩周・屈斜路トレイル、樹皮剥ぎ、植生（カツラ等）、動物（エゾフクロウ等）、 

屈斜路湖、地衣類等） 

  

 

 17：30～18：00 レクチャー＆ディスカッション 場所：ぱぴりおダイニングルーム 

  ・北海道の地理や地形、気候、自然、安全性・衛生面の環境の良さ、本州との文化の違い等について、

どのように顧客に説明をするか。 

 

 18：00～19：00 夕食 場所：ぱぴりおダイニングルーム 

  

  

DAY4 令和 5年 3月 3 日（金） 

8：00～9：00 朝食 場所：ぱぴりおダイニングルーム 
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 9：30～12：00 ロールプレイング 場所：硫黄山 つつじヶ原自然探勝路 

   ・スノーシューでつつじヶ原自然探勝路を歩きながら、目の前に見えるものに対して、それぞれが

それぞれのやり方でインタープリテーションを即興で行った。 

（トピック：火山、温泉、硫黄山、植生、動物（足跡）、コケ等） 

  

 

 

 12：30～14：00 昼食・まとめ 場所：食堂と喫茶 poppotei 

   ・3泊 4日の行程を振り返り、全体のまとめを行った。 

 

   ・キーワード：ストーリーテリングに重要な３つの C “Context, Compare, and Contrast.” 

＝Context（文脈） 

 顧客に物事をわかりやすく伝えるためには、背景の文脈や全体像から伝えな

ければならない。 

 Compare（比較） 

 顧客に物事をわかりやすく伝えるためには、顧客目線で見てイメージしやす

いものと比較して対象を説明することが重要である。 

 Contrast（差異） 

 顧客に物事を印象的に伝えるためには、差異を伝えることが重要である。 

 

  

 

 

 



令和 4 年度                                            

アドベンチャートラベラーの期待に応えるガイド育成実証事業 報告書  

 19 

（３） 課題解決に向けた方向性の検討 

 

（１）にて資料を提供したガイド及びガイド候補 30 名（ネイチャーガイド、通訳案内士、地域

コーディネーター、ツアオペーレーター）に対してアンケート調査を行い、資料の拡充に向けた取

りまとめを行った。また（２）のガイド研修後にアンケートまたはヒアリング調査を行い、仮説の

検証、研修の今後の展開に向けた方向性・課題を分析し、研修内容や研修実施主体など AT 旅行者

の期待に応えるガイド育成に必要な課題解決に向けた提案などのとりまとめを行った。 

 

  資料を提供したガイドに向けたアンケート調査 

   ◆アンケート調査項目及び回答 

   資料「A Guidebook for Adventure Travel Leaders in Hokkaido」について 

   [設問１] 本資料を読むことで、あなた自身の AT 旅行者へのガイドレベルの向上に繋がると思い

ますか？（ n=30 ） 

 

 

アンケートに回答した 30 人の内、30％の 9 人が「そう思う」、70％の 21 人が「大変そう思う」

と回答した。 

 

    （「ガイドレベルの向上に繋がる」と回答した主な理由） 

    ・first meeting での対応の他、nature や history など多岐にわたりまとめられていてとても

参考になった。 

    ・北海道でのガイディングに必要なマニュアルとして要点が押さえたれているので活用しやす

い。 

    ・ガイドの心構えに始まり、その役割について丁寧に書かれている。その上で北海道の地理・地

質・気候・天候・自然・季節の特徴など、幅広く分かりやすく教えてくれている。 

・様々なことにとても細かく具体的に書かれている。 

    ・AT ガイドに必要な情報が記載されており、勉強になった。また、北海道ならではの情報がメ

インとなっているので、北海道で AT ガイドをするには知っておくべき情報だと感じた。 

    ・説明がツアーの流れに沿っていて、具体的でとてもわかりやすい。トラブルを起こしがちのお

5.大変そう思う

70%
（21人）

4.そう思う

30%
（9人）

5．大変そう思う

4．そう思う

3．どちらでもない

2．そう思わない

1．全くそう思わない
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客様の対応が具体的に書かれており、「なるほど！」と思う内容である。 

 

    ・I think it helps create a framework for understanding what it means to be a guide, 

and can be especially useful for people just getting into the industry and are not 

sure where to start. 

（ガイドであることの意味を理解するための枠組みを作るのに役立つと思うし、この業界に入

ったばかりで何から始めたらいいのかわからないという人には特に役に立つだろう。） 

    ・スルーガイドとして、様々な場面で細やかな声かけが必要な点をリマインドさせてもらった。

また、様々な場面ですぐに使える役立つ英会話フレーズが載っていて大変貴重な資料だと思

った。 

    ・AT ガイドは普通のガイドとは違う部分が多々あるので、AT関係に特化した情報が様々な分野

で網羅されており、また実践で活かせる形にまとめられていて、理解しやすく、役に立ちそう

だと思った。 

    ・ガイドとしての立ち位置や知っておくべき情報が細やかに書かれてあり、ガイド前に読み返す

のにも良い。実践にとても即した内容で分かりやすい。あとがきで具体的にどう改善すれば良

いか書かれてあり参考になった。語彙集も有難い。 

    ・一般的なガイドテキストよりも範囲が限定されているので。 

    ・AT のスルーガイドが気を付けるべきことについて網羅しつつ、一つずつの説明が簡潔でとて

もわかりやすい。実際のツアーにすぐ役立てることができると思う。また、これまで担当しな

かった分野・アクティビティではどのような単語が出てくるか予測が難しいが、こちらに単語

リストとしてまとめられているのが非常にありがたい。 

    ・全体的な心構えや、様々な場面で心掛ける点について分かり易く記述されているため。 

    ・It provides a good reminder of things to remember when leading a trip, broad background 

knowledge to connect stories to and the vocab list will help translating! 

     （この本は、旅行を引率する際に覚えておくべきことを思い出させ、ストーリーをつなげるた

めの幅広い背景知識を提供してくれており、語彙リストは翻訳に役立つ！） 

    ・筆者の経験や豊富な知識の共有は、ガイドの実践に大変役立つと思う。 

    ・Having vocabulary will make the guide more confident and in turn the guests will 

feel more satisfied. 

     （ボキャブラリーを持つことはガイドに自信を持たせ、ひいてはゲストの満足度を高める。） 

    ・大部分の北海道についてを知る事が出来るので、良い資料であると感じたため。 

    ・北海道のユニークな恵まれた自然を改めて思うことができた。著者であるお二人の北海道を、

愛する気持ちが伝わった。 

    ・自然の物に対する正しい英語の用語だけではなく基礎的なお客様との接し方なども書いてあ

り、知識的にも一般常識的にもとても参考になるから。 

    ・実際にガイドをするときに役に立つ情報が盛り込まれているから。 

    ・特に最初の 1（Foreword「はじめに」）から 7（Geography「地理」）までの項目が具体的に、ど

の時点でどのような事が必要かをお客様の立場から説明されている点。18番（Afterword「あ

とがき」）は一番大切なガイドの基本だと思う。19（Questions & Recommended Reading「質問

と参考図書」）で設定された質問が有益である。 
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    ・北海道に焦点をあてて、トピックを網羅しているのがありがたい。 

    ・ガイディングの具体例があるところ。 

    （その他） 

    ・知識の強化には大変役立つ教材ですが、その得た知識を使って実際にガイドをする経験を積ま

ないことには、ガイドレベルが向上したとは言えないと思う。 

    ・ATに限らず、北海道に訪れるインバウンドへのガイドレベルの向上につながると思う。 

    ・アウトドアガイドだけでなく、北海道を案内するガイドに有益な基本的情報が紹介されてい

る。 

 

   [設問 2] 本資料の良い点、役に立つ点はどこだと思いますか？ 

（内容に関する回答） 

・トピックごとにコンパクトに必要な情報がまとまっていて、かつ英語で表現する方法が端的に

書かれているので、実際の現場で即役に立つと思う。 

（ただし、ある程度の英語力が必須かと思う。） 

・最終ページに質問があったが、自分の言葉で英文を作ってみるというのは非常に重要な練習に

なるのでとても良いと思う。 

   ・どのテーマも、幅広い内容のものがコンパクトにまとめられていて、わかりやすかった。 

また、それぞれの内容をどのように英語で表現したらよいのかの参考にもなるので、助かる。 

   ・useful vocabulary が豊富に掲載されていて、とてもわかりやすい。 

   ・北海道の野生生物や植生を伝える上で、的確な単語、情報が集約されている。 

   ・顧客と出会い、過ごす時間を丁寧に記してくださっているところ。サンプルフレーズ。単語表。 

   ・ガイドとしての配慮、気の使い方をしっかり指示しているところ。 

   ・AT ガイドで必要な特殊(自然、動物、気候など)な英単語を箇条書きで記載されており、普段の

ガイドでは使わないが、AT ガイドでは必要な英単語を学ぶことができる。 

   ・1 内容が具体的、とても理解しやすい 2 重要キーワードが太文字 

3 例文もすぐに使える表現、また役に立つ単語が状況別に豊富に紹介されている 

   ・Sections 4（旅程管理と期待の管理）, 5（計画とタイミング） and 6（AT ゲスト心理） to me 

proved to be the most useful as a cheat-sheet of sorts to remember when on tour. 

   （私にとってセクション 4、5、6は、ツアー中に覚えておくための有意義な紙情報として最も役に

立った。） 

   ・実用的な文章やフレーズが載っている点。また、様々なシチュエーションで、スルーガイドとし

て伝えるべきことなどが載っている点。いつそれを伝えるのが効果的か、何でそれを伝えるの

か、なども詳細に載っていてとても役に立つと思った。 

   ・ツアーリーダーとして求められる物理的心理的な準備を的確にまとめている点。色々な自然文化

等の分野の情報が北海道の視点でまとめられている点。生物名などの通常の通常観光以上のレ

ベルのワードがまとめられていて応用しやすい点。サンプルフレーズがある点でどういった場

面でどう言ったらいいかイメージしやすい点。最後の質問等を考える訓練や参考文献などリア

ルに AT ガイドをしたい人に参考になる。WOW！な体験を毎日お客様に提供するという心構えな

どは非常に参考になった。 

   ・トピック別に訳語が確認できること。実際にガイドシーンで使える例文があること。 
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   ・ただの説明や提示だけでなく例文もあり実際に使いやすい。 

   ・自然、文化、歴史などの知識的な部分や、ツアー手順の具体的な流れ等使いやすい項目が多い。 

   ・情報量がちょうどいい（コンパクトなのでツアー中に持ち歩きできる）。単語リスト、フレーズ

集が実践的で使いやすい（普段使うフレーズでも、ネイティブの言い方を学べるのがありがた

い）。それぞれのシチュエーションごとに留意すべき点が簡潔にまとめられている。Further 

Reading がある点。 

   ・広範囲な内容をカバーしている点。単語帳が掲載されている点。英語表現が参考になる点。 

   ・A good mix of guiding advice and Hokkaido knowledge. 

   （ガイドのアドバイスと北海道の知識がうまくミックスされている。） 

・The afterword is essential reading for any guide coming from the "memorise facts" style 

of training that Hokkaido Outdoor Guides seem to get. 

（あとがきは、北海道のアウトドアガイドが受けるような「事実を暗記する」スタイルのトレーニ

ングを受けてきたガイドにとっては必読の書だ。） 

・知識・経験を資料化することで、理解・納得が出来るまで何度でも読み返す事ができる。 

・Vocabulary（単語） 

・大部分の北海道について知る事が出来るので、北海道についてを学ぶ事に対して良い資料であ

ると感じた。各項目ごとに英語、アイヌ語、ローマ字、漢字の単語リストがあるので、（専門用

語に近い）分らない単語を調べずとも掲載されているのが良いと感じた。 

・１．平易な英語で書かれているため、このまま英語ネイティブでないお客様への説明に仕える

点。２．日本人として当たり前と感じていて説明を抜かしがちな内容を再認識させてくれている

点。３．それぞれの項目でとても丁寧に説明がされている点。 

   ・具体的な内容とわかりやすい説明。 

   ・日本語、英語で用語が書いてあること。それぞれの項目でわかれているのも検索しやすい 

   ・7 章から項目ごとに概要と単語リストを紹介している点。サンプルフレーズも参考になる。特に

18 章（contrast, compare & contrast）が実践的で有益。 

   ・具体的な内容をあげている点。名前を帽子やジャケットの見えるところにつけておくとよいと

か、ただの事実の羅列は退屈で、ストーリーで話すべき、そのために context, compare, contrast

をつかうとよいなど。 

   ・1-7（はじめに～地理），18（あとがき），19（質問と参考図書）でガイドする際に大切だと思う

点がわかりやすく説明されている点。語彙が整理されていて覚えやすい編集がなされてる点。ネ

イチャーを中心に各項目で学ぶべき語彙が網羅されている点。各項目の例文。 

   ・Habitatsと Biodiversityが細分化されて説明されているので、実際にお客様をガイドする場所

に特化できるのが嬉しい。18（Afterword「あとがき」）はガイドする際の中身が濃いアドバイス

でためになる！自分のガイディングを見直すことができた。 

 

   （その他） 

   ・テキストの使用を、今回のような研修とセットにすることが理想的だと思う。 

事前学習として読み、実際の研修時にその表現を使ってみることで確実に身につく。 
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   [設問 3] 本資料の改善点について、あなたが感じたことをお知らせください。 

・ボキャブラリーについては、品詞が書いてあるとわかりやすいかもしれない。ただし、ワードを

辞書で調べてどのように使うかを自分で考えない限り覚えないので、あえて書かないという手

もあるかと思う。 

・コミュニケーションの重要なコンセプトである、Context, Comparison, Contrast, Body 

language, Stories and Wow factors, Undersell and Overdeliverなどは、テキストの各チャ

プターにそのワードがズバリ書かれていたり、ワードはなくても意味が含まれていたりするが、”

Communication”や”Delivering Messages”のようなチャプターを 1つ追加しても良いと思う。 

一方で、もし研修とセットにするのであれば、今回のように研修の中で練習を通して繰り返しこ

のコンセプトを学ぶことで身につく事なので、あえてテキストに書かれていないことで一生懸

命メモを取るなどにより、より覚えるという可能性もあると思う。 

・鳥や動物の名前、お花や木の名前、食材の名前など、もっとたくさんリストアップしていただけ

ると嬉しい。リストの順番も、日本語の五十音順？などにしていただけると、探しやすいかも、

と感じた。 

・気になったところ 1.：8.Geologyのところの単語表の中に「死火山」という表記がありますが、

日本では現在使われていない言葉なので気になりました。海外では存在する言葉なのでしょう

か？『以前は、現在噴火または噴気活動を続けている火山を活火山、現在は活動していないが歴

史時代に活動した記録が残っている火山を休火山、歴史時代の活動の記録がない火山を死火山

と分類していました。しかし、年代測定法の進歩により火山の過去の活動が明らかになり、火山

の寿命は長く、歴史時代の噴火活動の有無だけで分類することは意味がないので、近年は休火山

や死火山という分類はなされていません。』 ←気象庁 HP より 

・気になったところ 2.：8.Geologyのところの単語表の中に「安山岩」も加えていただけたらと思

いました。日本は安山岩の火山が多いと聞いていますので是非お願いします。 

・ガイドに特化した単体の分量多めのサンプルフレーズ集があると助かると思います(シチュエー

ションが無数だとは思いますが…)。 

   ・英単語表記の部分にローマ字読みの記載がありますが、ローマ字表記の代わりに、その英単語の

特徴/解説を簡単に英語で説明できるものがあれば、実際にゲストに説明する時に役立つかと思

いました。 

   ・ガイドをするとき（事実など）説明しながら、お客様にもっと理解してもらえるように、また楽

しんでもらえるように、いつも「ストーリー」を考えています。新聞記事、NHK BSのプログラ

ムなどから話題を探し、自分がお客様だったらどんなことを聞きたいかなどを考えています。可

能であれば、ガイドの話で「ストーリー」を作っていく時の大切なポイントやどんな風に「スト

ーリー」をまとめていったら良いか、などアドバイスがあれば良いと思いました。 

   ・While the sections on the nature, geology, etc of Hokkaido prove a great reference for 

Japanese guides with the abundance of English vocab, I think I personally would benefit 

more from information on logistics, maintaining relationships with guides on tour, etc. 

   （北海道の自然や地質などに関するセクションは、英語の語彙が豊富な日本人ガイドにとっては大

いに参考になるが、個人的には、ロジスティクスやツアー中のガイドとの関係維持などに関する

情報の方が有益だと思う。） 

   ・既に多くの単語リストを載せていただいていて、特に北海道内の自然で使える動物や植物の名前
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など、とても役立つなと思いました！もし可能なら、魚の名前、縄文文化なども載っていると良

いかなと思いました。アイヌ文化については、１ページにまとめるのは難しいと思いますが、概

要を説明するためのフレーズがあり便利だと思いました。１点、過去形で書かれていたのが少し

気になりました。 

   ・私自身が専門的なアウトドアの知識がないところで、普通のガイドから屋外のアクティビティを

含む AT などのツアーを扱うことでのリスクについて常に不安に感じているところなのですが

（安全性の確保や緊急の応急措置などが必要な場合が起こったときにどうするかなど）Health 

& Safetyの項目がもう少し詳しく説明してもらえるとより参考になると思った。（事前の説明だ

ったりどの範囲までをカバーするかだったり） 

   ・今回はページ数に限りがあったと思いますが、できれば索引があると良かったと思います。 

   ・例文や単語をもう少し増やしてほしい。 

   ・AT でよくあるアクティビティ（登山、サイクリング、カヤックなど）で使われる単語集もある

とありがたいと思いました。 

   ・I wonder if the afterword would be even better as the foreword- to set the tone that 

the content of the guide is not to be memorised and regurgitated, but to be used as a 

basis for telling your own stories while guiding. 

   （あとがきに書いていることを前書きに持ってくることで、ガイドの内容は丸暗記され、復唱され

るものではなく、ガイドをしながら自分自身の物語を語るための基礎として使われるものだと

いうトーンを設定することができ、さらに良いものになるのではないだろうか。） 

   ・I think categorising the vocabulary would make it easier to use. 

   （語彙を分類すれば、もっと使いやすくなると思う。） 

   ・通訳ガイドが、ネイチャーガイドさんへの繋ぎとして AT 旅行者に相対することを想定して書か

れているならば、充分な内容であったと感じています。その上で、通訳ガイドとネイチャーガイ

ドがどの様な情報をシェアすると、それぞれがお客様をスムーズに案内を出来るかなどの情報

があると、（今は）AT にあまり関わっていない私のようなガイドにも嬉しいと思いました。 

   ・もしできるならアルファベット順、あいうえお順で用語が検索できるとより使いやすいと思いま

した。 

   ・すべてのガイドがこれだけの英文をすぐに読めるわけではないので、日本語訳と併記してあると

ありがたいです。 

   ・説明文は書き言葉なので、話し言葉で書かれているページ下の例文がもっと多いと良い。 

・事実は退屈という強烈で素晴らしいメッセージに加えて、ストーリー仕立てで話す作り方の例

があるといい。 

・このテキストの意図とは違うかもしれないが、日本の社会や文化の情報がもう少し多いとさら

に良い。 

・アイヌの説明が物足りないです。「イランカラプテ」の英語での意味を書いてましたが、それは

茅野さんが言ったことで、必ずしもそれがすべてではない、と知ってからは私が説明するときは

1 つの解釈だと付け加えることにしています。 

・北海道の歴史も地学的説明ももっと詳しくしてほしいです。 
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   ◆資料の拡充に向けたとりまとめ（改善点であがった事項からの抜粋・整理） 

   ① 現状の資料では 18（あとがき）に記載されている Context, Comparison, Contrast, Body 

language, Stories and Wow factors, Undersell and Overdeliverなどは、ガイドが保有す

べきスキルのうちコミュニケーションの重要なコンセプトなる事柄なので、それらの説明を

含んだ「Communication」又は、「Delivering Messages」といった章分けで整理しても良いの

ではないか。 

   ② 拡充を望むという意見があがった事項 

    ・鳥や動物の名前、お花や木の名前、食材の名前など、もっとたくさんリストアップしていただ

けると嬉しい。 

    ・8.Geology の単語表の部分への「安山岩」の追加。日本は安山岩の火山が多いと聞いているの

で。 

    ・ガイドに特化した単体の分量多めのサンプルフレーズ集。 

    ・英単語表記のローマ字読みの記載の代わりに、その英単語の特徴/解説を簡単に英語で説明で

きる記載があっても良いのではないか。実際にゲストに説明する時に役立つと考えるため。 

    ・ガイドの話で「ストーリー」を作っていく時の大切なポイントやどんな風に「ストーリー」を

まとめていったら良いかのアドバイス。 

    ・ツアー中のガイド間の関係性の維持など、ロジスティックスに関する部分の記載があると有益

なのではないか。 

    ・魚の名前、縄文文化についての事柄などの記載。 

    ・Health & Safety の項目がもう少し詳しく説明してもらえるとより参考になると思った。（事

前の説明だったりどの範囲までをカバーするかだったり） 

    ・今回はページ数に限りがあったと思いますが、できれば索引があると良かったと思う。 

    ・AT でよくあるアクティビティ（登山、サイクリング、カヤックなど）で使われる単語集もあ

るとありがたい。 

    ・通訳ガイドとネイチャーガイドがどの様な情報をシェアすると、それぞれがお客様をスムーズ

に案内を出来るかなどの情報。 

    ・もしできるならアルファベット順、あいうえお順で用語が検索できるとより使いやすい。 

    ・すべてのガイドがこれだけの英文をすぐに読めるわけではないので、日本語訳と併記してある

とありがたい。 

    ・話し言葉で書かれているページ下の例文がもっと多いと良い。 

    ・このテキストの意図とは違うかもしれないが、日本の社会や文化の情報がもう少し多いとさら

に良い。 

    ・アイヌの説明が物足りない。北海道の歴史も地学的説明ももっと詳しくしてほしい。 

 

   [設問 4] その他、本資料の内容に関してお気づきの点があれば、自由にご記入ください。 

   ・植物や動物など固有名前は、発音なども含めて英語で説明するのはとても難しいので、このガイ

ドブックを使って指差しで説明できるとお互いにストレスがなくとても良いなと思いました。

持ち歩きたいので、あまりかさばらない本だといいなと思いました。 

   ・大変素晴らしいガイドブックです。今後必ず役立てます。北海道版だけでなく東北、関東、中部、

関西、中国、四国、九州、沖縄版など国内をブロック分けした同様のガイドブックもあると無敵
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だなと思いました。今後ともよろしくお願いします。 

   ・AT ガイド概論的な資料に感動をしています。これからガイドを目指す人にとっての入門書とし

て、現ガイドにとっては振り返りのポイントとして、とても良い資料だと思います。スルーガイ

ド様向けの内容でしたが、アクティビティーガイドとしても共通して会得するべきことが網羅

されておりました。貴重な資料を拝見させていただきありがとうございました。 

   ・私自身は AT の専門ガイドではありませんが、北海道をガイドするにあたって AT の内容を多く

含んだツアーを担当させていただく機会が多いので、こちらの資料にとても関心があります。今

回読んでいてわかったことは、私が普段スルーガイドで心がけていることと ATのスルーガイド

に必要な事には、基本的に違いがないことが改めて分かりました。また、日本語対応のネイチャ

ーガイドさんと一緒に案内する場合に気をつけるべき大事なことも学ぶことが出来ました。こ

れからも何度も読み返していきたいと思います。このような素晴らしいガイドブックを作成し

ていただきありがとうございました。ツアー前には、例文を声に出して読んでウォーミングアッ

プしたいです。冊子版の作成の予定があれば、ぜひ購入したい。 

   ・AT ガイドの必要要素だけでなく、英語スキルの向上や英語でガイドをする際にとても役立つ冊

子だと感じました。ただ、英語レベルが一定以上のガイド向けのツールであると感じました。英

語を始めた方向けであれば、もう少し日本語での説明があると、より幅広い方が使いやすく、ま

た重宝されるのかと思いました。 

   ・とても実践的な内容でガイドからの視線で書かれてあり読みやすく、とても良かったです。これ

からの ATに使わせて頂きます。ありがとうございます。 

   ・予算がつづくかぎりアップデートしてほしい。テキストを使って研修を実施してほしい。 

   ・このような資料を求めているガイドは多いと思います。今回共有していただき大変感謝しており

ます。ありがとうございます。 

   ・単語もたくさん取り上げて頂きありがたいです。幾つか自分が使っているものと違う単語もあっ

たので学んで使いこなせるようになりたいと思いました。 

   ・北海道のことを非常に分かりやすく説明して下さっていて、とても勉強になりました。 

   ・6章の「group's dynamic」を知って嬉しい。ATに限らず団体をガイドするときにいつもなんと

なく感じていることです。ではどうやって見極めて対応するかは難しいですが…。 

   ・とても画期的な良い資料を作成していただきました。マーク・ブラジルさんと真由美さんと関係

者の皆さまありがとうございます。素晴らしいです。これを使ってブラジルご夫妻の肉声での研

修を受けたいです。 

   ・ガイドにとっては有難い情報が豊富で、ブラジルご夫妻に感謝です！ 
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研修後の有識者・参加者へのアンケート・ヒアリング調査 

 

  先述した仮説（要素１～５）を検証するため、下記のヒアリング・アンケート調査を実施した。 

  回答は以下の通りである。 

 

・マーク・ブラジル博士、ブラジル・真弓氏へのヒアリング結果 

 （仮説ː要素１～５について） 

  要素１ ロールモデルの存在の有無 

  → 自らのガイドスキルを高めていくために、参考となるロールモデルの存在は有益である。 

  要素２ 互いに切磋琢磨する仲間・コミュニティの有無 

  → 今回の研修の組み立てもそうであったように、普段ガイド同士がお互いのガイディングを見る

機会はあまりないと考えている。だがしかし、お互いのガイドが持つ知見、視点を共有して、お

互いにスキルを吸収することは、それぞれのガイドのレベルアップに有効だと考えている。その

ため、本研修もそのような組み立てにしている。 

  要素３ 対象とする顧客像の理解 

  → 顧客を知り、顧客の期待値をコントロールすることは、ガイドスキルとして、非常に重要なこと

である。 

  要素４ 追い求めたいと思うトピックに出会う機会の有無 

  → 今回の研修のように、様々な視点からガイディングをお互いに実践することで、各自が得ること

がたくさんある。 

  要素５ 自らがガイディングするフィールドについての知識の有無 

  → 日本人が日本の素晴らしさ、希少性等に中々気づけないように、来訪者目線で、自らのフィール

ドの価値を再認識することは、ガイドする土地の価値を顧客に伝える上で、非常に重要なことで

ある。 

 （研修の今後の展開に向けた方向性・課題） 

 ・研修参加者の英語能力を一定以上に保つことが、研修の運営上、重要だと感じている。 

  また、基本的に、AT を始めとした高付加価値旅行のお客様に対しては、スルーガイドは、高度な英

語能力を必要とされることが前提のため、そのようなガイド人材の育成を想定した研修であるなら

ば、なおさら、参加者を集める際に、高度な英語能力の保有は最低限設定しておくべきであると考え

る。 
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・参加者へのアンケート結果 

 [設問１]今回の研修の機会が、自らのガイディング能力を高めるモチベーション向上の機会になった

か否か。 

  はい 6 名 いいえ 0 名 

 

[設問２]ガイド能力向上のモチベーションアップにつながった要素は何か？ 

 
参加者 

A 

参加者 

B 

参加者 

C 

参加者 

D 

参加者 

E 

参加者 

F 
集計 

要素１ 

ロールモデル

の有無 

○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 

要素２ 

コミュニティ

の有無 

○ ○ ○  ○ ○ 5 

要素３ 

顧客理解 
○ ○  ○ ○ ○ 5 

要素４ 

追い求めたい

と思うトピッ

クに出会える

機会の有無 

○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 

要素５ 

地域理解 
○ ○ ○  ○ ○ 5 

その他 

自由回答 

下記 

ア 

下記 

イ 
 

下記 

ウ 

下記 

エ 

下記 

オ 
 

 

その他 自由回答 

ア）自分が今後身に着けるべきことが具体的にわかったため。 

イ）ガイディングのスキル、英語のスキルはもちろんですが、自然や法律についての知識を常に最新

のものにしていく（学んでいく）ことが大切だということも教えていただきました。 

ウ）普段とは異なる期待を持ったゲストや、異なるガイディング方法を見ることができたため。 

エ）参加者として来ていた皆さんも経験豊富でたくさんのガイド方法や知識に触れることができた。 

オ）今まで経験してきたガイド技術やもてなし方など基本的には海外からの旅行者にも対応できる

ことが確認できた。 
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 ◆態度変容のきっかけとなる要素として仮説立てした部分についてのとりまとめ  

 

＜仮説の検証結果＞ 

仮説…要素１～５は、AT 旅行者の期待に応えるガイドになっていくための態度変容のきっかけとな

る要素である。 

検証結果…各参加者への態度変容のきっかけとなった要素について質問した所、概ね、上記の要素１

～５が態度変容（ガイド能力向上に係るモチベーションアップ）のきっかけとしてあては

まると回答があったため、この仮説は正しいと結論づける。 

 

 ◆研修内容について参加者からの意見 

 【研修の運営に関して】 

 •全員が 1 台の車で移動して、車内でのブリーフィング（下車後のホテルチェックインやアクティビテ

ィの説明など）やガイディングのロールプレイもできればなお良かった。（もしくは 2台に分乗して、

マークさんと真弓さんにそれぞれ乗車していただきファシリテイトしてもらう） 

 【英語力の向上に関して】 

 ・英語でのガイドをしてみたいけれど、何から始めたら良いのかわからないという方も、英語レベルに

合わせた今回のような研修の機会があると、一歩進む良いきっかけになるのではないかとも感じま

した。 

 【研修の内容や長さに関して】 

 ・ガイド経験が浅い人間にとっては、3 日間でインプットする情報が少し多すぎると感じた。途中で、

少し休息の時間を挟めると良いかもしれない。講師にとって、4日間に研修期間を延ばすことは現実

的にスケジュールの調整が難しいかもしれないが、できれば研修のペースとして、その方がより定着

するのではないか。 

 【研修の雰囲気に関して】 

 ・研修参加者の間で、少し恥ずかしがる部分があったと感じた。研修の機会を最大限効果的にするため

には、各自が弱さをさらけ出すことをためらわず、そうすることで、グループとして一体感も出て、

よりお互いの研修効果を高められると思う。 

 【参加者同士でディスカッションする時間の確保】 

 ・出来たら参加者全員で同じ宿泊先に泊まれたらよかったかなと思います。一日の行程を終えたうえで

参加者同士のディスカッションが出来たら更によかったかなと感じます 

 【研修の実施時期に関して】 

 ・ガイド業の閑散期、5 月中旬から 5月末、11月上旬に開催できると参加しやすい。 
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３. 総括 
 

（１）．研修の今後の展開に向けた方向性・注意点 

 

◆研修の今後の展開に向けた方向性 

アドベンチャートラベラーの期待に応えるガイドになるため、又は、本人がそれを目指そうとする態

度変容を促すために、以下の要素を仮説として立て、各要素を取り入れた研修を実施した。 

 

要素１ ロールモデル（参考となるガイド像）の存在の有無【ロールモデル】 

要素２ 互いに切磋琢磨する仲間・コミュニティの有無【コミュニティ】 

要素３ 対象とする顧客像の理解【顧客理解】 

要素４ 追い求めたいと思うトピックに出会える機会の有無【トピック】 

要素５ 自らがガイディングするフィールドについての知識の有無【地域理解】 

 

P28 のアンケート結果によると参加者全員について本研修がガイド能力向上にかかるモチベーショ

ンアップにつながったと言う回答であり、また各要素についてもモチベーションアップにつながった

とする回答がすべての要素につき８割以上となった。 

 

  そのため本実証事業で検証した要素を取り入れた研修を持続的に行っていくことがガイド育成に関

する課題解決に対して有効であるといえる。 

 

◆研修実施にあたっての要諦 

  本実証事業で検証した要素を取り入れた研修を今後継続的に実施していく際の要諦を仮説の要素ご

とに次の通りまとめた。 

 ア）講師人材の選定（要素１） 

 イ）研修プログラム構築にあたって、継続的にコミュニティを形成できる内容とすること（要素２） 

 ウ）解像度高く、具体的に、対象となる顧客像が理解できるプログラムの設計（要素３） 

 エ）実践的な現場での経験値から来る臨場感が高いトピックの提供（要素４） 

 オ）顧客目線で見た時の、自らがガイディングを行うフィールドについての深い知識の獲得（要素５） 

 

（２）．研修内容や研修実施主体など AT 旅行者の期待に応えるガイド育成に必要な 

課題解決に向けた提案 

 

◆研修内容 

 上記注意点ア～オを念頭に置いた研修内容の設計の提案を行う。 

 

 ⅰ） 選定する講師の要件 

  以下に挙げたような能力・経験を持つ講師を選定すること。 

  ・これまでに 100 回以上のツアーリーダー経験など、豊富な現場での経験値がある人材。 
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  ・対象となる顧客目線で、ガイディングを行うことができる人材。 

  ・自らがガイディングを行うフィールドについての深い知識を保有し、アウトプットすることが 

できる人材。 

 ⅱ） 継続的にコミュニティを形成できる仕組みの構築 

   単発の研修 1回で終わるのではなく、研修実施後も、継続的にお互いでの情報交換や、フォローア

ップができるような仕組みを構築すること。 

 ⅲ） 具体的な顧客像の設定 

  ・アドベンチャートラベラーの中でも、出身国・居住国・年齢・性別・職業・世帯年収などの属性情

報や、同行者・旅の目的・参加するツアー形態（ex.募集型ツアーなのか、プライベートのオーダ

ーメードツアーなのか等）、日本への訪問歴（ex．初来日なのか、訪日リピーターなのか等）など

対象となる顧客像を細分化して具体化したものをその研修における対象ペルソナと設定して、研

修を実施すること。 

 ⅳ） 適切なトピックの設定と提供 

  ・事前に複数のトピックを設定しておき、研修の場では一方的な座学中心のレクチャーのみではな

く、興味を引くように実践的な現場での経験値から来る臨場感が高いトピックとの出会いを誘発

すること。 

 ⅴ） ガイディングを行うフィールドについての深い知識の獲得 

・土地の成り立ちや、自然、歴史、文化など、顧客目線で見た時に深堀するポイントを認識しつつ、 

   アウトプットすることができるような研修内容を組むこと。 

 

◆研修実施主体 

  今後このような高度な研修を持続的に実施することは AT 旅行者受入において非常に重要であるが、

ガイドを専業とするものがこのような研修の企画・募集・運営をすることはすることはノウハウも時間

も不足しており困難である。そのため北海道の ATの理解促進と啓発活動、宣伝誘致、人材育成、海外

からの問い合わせへの対応を活動内容とし、ノウハウを持った北海道内における AT推進の中間支援組

織などが事業として継続的に取り組むことが適当と考えられる。 

 

以上 
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アドベンチャートラベラーの期待に応えるガイド用資料（A5 版 36 ページ） 
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